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質問順 1

氏

名
神 谷 清 一

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 災 害 に 対

応 で き る

町づくり

最近、全国各地で豪雨災害が発生するなど、台風や

大雨、地震などによる災害が多発している。こうし

た中で、災害時の避難所に指定されている学校の

体育館は空調整備が遅れており、緊急の課題にな

っている。文部科学省としても学校体育館のエア

コン設置については、従来は令和１７年度までに

１００％と目標にしていたものを、令和１３年度

までに１００％にするとの目標に変更しました。

あと５か年で町内の指定避難所になっている小中

学校の体育館の空調整備について、どのように取

り組むのか質問します。 

 

(1) 災害時に、指定避難所になっている施設で空調

設備のない所は何箇所か。今後はどのような計

画で整備していくのか。 

 

(2) 熱中症対策として地域の公民館に空調設備を

要望する声があるが、空調設備の設置状況と今

後の整備計画を問う。 

 

(3) 高齢者世帯や独居老人世帯などの世帯で、生活

費を節約するためにエアコンを使わない世帯

やエアコンが設置されていない世帯があるが、

熱中症対策として、なんらかの補助事業を活用

して改善することはできないか。例として、住

宅リフォーム制度でエアコンの導入はできな

いか。

町 長
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質問順 1

氏

名
神 谷 清 一

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

2. 南 部 工 業

高 校 生 の

登 下 校 の

安 全 確 保

と 熱 中 症

対 策 に つ

いて

(4) 地域や自治会からの要望として、防災無線の放

送を、自治会の広報としても活用させてほしい

との声があるが検討はできないか。 

 

学校の授業を終えて帰宅する高校生が、バス停で

長時間も待たされている状況があり、熱中症対策

として屋根付きのバス停設置を求める声がある。

また、自転車で通学する生徒もおり、安全確保の対

策も必要である。 

 

(1) これまでに学校やPTA等から屋根付きバス停

の設置についての要請はなかったか。 

 

(2) バス協会及び南部土木事務所と協議して、屋根

付きバス停の設置について要請することはで

きないか。 

 

(3) 国道５０７号の整備についての要請の時に、高

校生や町民が安心して自転車で走れるように

自転車道路の整備について要請はできないか。

 

 

 

 

町 長
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質問順 2

氏

名
金 城 繁

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 門 中 の 神

ア シ ャ ギ

に 対 す る

固 定 資 産

税 に つ い

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 自 然 災 害

に 対 す る

対 策 に つ

いて

(1) 町内にある門中の神アシャギは何棟あって、課

税されているのは何棟で、その税収は年いくら

を見込んでいるのか。 

 

(2) 近隣市町の神アシャギに対する課税、対応はど

のようになっているか。 

 

(3) 門中の神アシャギは、琉球王朝が住民を統治す

るためノロを設け、ノロに仕える女性を門中か

ら出させたことが神アシャギの起源といわれ、

沖縄独特なものであり自治法で定められた裁

量権を活用し非課税とすべきではないか。 

 

(4) 宗家(ムートゥ家)が家と神アシャギを新築し

た時点に「神アシャギも所有権登記がされてお

り、課税する」旨の説明が担当者からあるとの

事だが、登記と課税は別物と捉えるべきであ

り、町の認識をお聞かせ下さい。 

 

(5) 以上を踏まえ、条例(課税逃れ防止策)を定めて

町の裁量権を用いて非課税とすることは可能

か。 

 

(1) 今年に入り本土(千葉県、石川県・富山県、熊本

県、屋久島)において過去に例を見ない記録的

豪雨が発生しており、町のホームページ掲載分

「防災マップ(令和 7 年３月)」は危険個所表記

が漏れた箇所もあり再調査のうえ更新し、町民

の安心・安全(命と財産を守る)を確保すべきで

はないか。

町　　長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町　　長
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質問順 2

氏

名
金 城 繁

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (2) 水没車両の 10 年間の発生はどのようになって

いるか。 

 

(3) 家屋の床上、床下浸水の 10 年間の発生はどの

ようになっているか。 

 

(4) 農地水没による 10 年間の被害状況はどのよう

になっているか。 

 

(5) 町として危険個所については、早急な危険性除

去・緩和の取組状況はどのようになっている

か。 

 

(6) その中で沖縄県や近隣市・町役場の協力無くし

て危険個所除去、緩和が出来ない箇所で必要な

要請活動はどのようになっているか。
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質問順 3

氏

名
仲 村 辰 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 手 話 通 訳

者 設 置 事

業 の 実 施

状 況 に つ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴覚に障がいのある方にとって、役場での相談や

各種手続きを行う際に、職員との意思疎通を円滑

に図ることは非常に重要です。 

八重瀬町の「第 3 次八重瀬町地域福祉（活動）統

合計画」80 ページには、「手話通訳者設置事業」

が掲載されています。その内容には、「聴覚、音

声、言語機能などに障がいのある方の、来庁時の

コミュニケーションや手続き等の円滑化を図るた

めに、手話通訳者を担当課窓口に設置する」と明

記されています。そこで伺います。 

 

(1) 現在、八重瀬町役場の担当課窓口には、手話

通訳者が設置されているのか。 

 

(2) 配置されている場合、配置日数、対応時間、

利用件数など、現在の実施状況について伺い

ます。 

 

(3) 配置されていない場合、計画に「手話通訳者

を担当課窓口に配置する」と明記されている

にもかかわらず、手話通訳を必要とする町民

が役場へ来庁した場合、現在どのような方法

で対応を行っているのか伺います。 

 

町 長
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質問順 3

氏

名
仲 村 辰 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 手 話 通 訳

者 の 配 置

について

手話通訳を必要とする方が、行政サービスを受け

る際に「通訳者を事前に予約しなければ相談でき

ない（手話通訳者等派遣事業）」という状況で

は、利用者にとって負担になる場合があります。

そこで、八重瀬町役場の窓口において、必要なと

きに手話による意思疎通ができる環境を整えるこ

とが重要だと考えます。そこで伺います。 

 

(1) 八重瀬町役場の担当課窓口に、手話通訳者を

常時配置する考えはあるか。 

 

(2) 常時配置が難しい場合、週に数回などの定期

配置や予約制による窓口対応を検討する考え

はあるか。 

 

(3) 手話通訳者の人材確保や配置において、現在

どのような課題があるか。また、沖縄県聴覚

聴覚障害者情報センター等と連携はしている

のか。 

 

町 長
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質問順 3

氏

名
仲 村 辰 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 那 覇 市 及

び 南 城

市・南風原

町 の 取 り

組 み に つ

いて

那覇市では、障がい福祉課の窓口に専門の手話通

訳者を配置しています。さらに、利用者自身のス

マートフォンやタブレットから LINE を利用し、

市役所内にいる手話通訳者とビデオ通話でやり取

りができる仕組みも導入しています。この仕組み

により、簡易な問い合わせや来庁の予約などにつ

いて、手話によるコミュニケーションを行うこと

ができます。また、近隣市町においても、南城市

や南風原町が手話通訳者を配置しており、聴覚障

がいのある方が行政手続きや相談を行う際の意思

疎通支援に取り組んでいます。このように、県内

の自治体では、手話通訳者の配置やデジタル技術

を活用した意思疎通支援が進められています。八

重瀬町においても、こうした先進的な取り組みや

近隣市町の事例を参考にすることで、手話通訳者

の配置とデジタル技術を組み合わせた、より利用

しやすい意思疎通支援が可能になると考えます。

そこで伺います。 

 

(1) 八重瀬町において、手話通訳者の配置につい

て、現在どのような検討や取り組みを行って

いるのか。また、那覇市のような LINE 等を

活用した遠隔手話通訳の導入について、どの

ように考えているのか。 

 

町 長
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質問順 3

氏

名
仲 村 辰 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 4. 今 後 の 意

思 疎 通 支

援 の 充 実

について

八重瀬町の計画に「手話通訳者設置事業」が明記さ

れていることは、手話通訳を必要とする町民の意

思疎通を支援することを町として重要な施策とし

て位置づけているものと考えます。一方で、計画に

掲げるだけではなく、実際に町民が役場を訪れた

際に、安心して相談や手続きを行える環境を整え

ることが重要です。そこで伺います。 

 

(1) 手話通訳を必要とする町民の意見やニーズを

把握するため、当事者や関係団体との意見交換

を行う考えはあるか。 

 

(2) 「誰もが住みやすい町」を目指す観点から、今

後、八重瀬町の意思疎通支援をさらに充実させ

ていく考えについて、見解を伺います。 

 

町 長
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質問順 3

氏

名
仲 村 辰 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 5. 一 般 介 護

予 防 事 業

について

八重瀬町議会の会議録を見ますと、これまでにも

多くの議員が介護予防事業について質問されてい

ます。直近では、令和 8 年 3 月定例会において、

玉城義彦議員が「介護予防事業について」質問され

ております。その際の玉城議員の質問と、中本福祉

課長の答弁を拝見し、今回の私の質問と重なる部

分もありますが、3 月定例会での答弁を踏まえ、そ

の後の状況について確認させていただきたいと思

います。まず、町が行っている一般介護予防事業に

ついて伺います。東風の里「くんち庭」が令和 8

年 3 月で閉所し、また、転生園の「健康倶楽部　花

庭」が独自に行っていた有料チケットも令和 7 年

3 月で終了するなど、高齢者が介護予防に取り組

める場が相次いで縮小しています。 

そこで伺います。 

 

1 点目に、これらの事業や取り組みの終了・縮小に

よって、これまで利用していた高齢者の中に、行き

場を失った方はいないのか。また、現在どのような

状況になっているのか。 

 

町 長
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質問順 ３

氏

名
仲 村 辰 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 次に、一般介護予防事業（高齢者水中運動教室、高

齢者筋力向上トレーニング事業）については、現

在、3 か月を一つの期間として実施されています。

令和 8 年 3 月定例会において玉城議員から、「途切

れ途切れになっても、ちゃんとフォローができる

ような体制を作っていただきたい。」との質問があ

りました。それに対して中本福祉課長からは「3 か

月の期間をきっかけとして、その後は、地域の力、

自助の力だと思っております。地域のミニデイサ

ービスなど、行政ができる部分を一緒にサポート

しながら、卒業後も継続して取り組める場所をつ

くっていきたい。」との答弁がありました。そこで

伺います。 

 

1 点目に、3 か月の一般介護予防事業を卒業した

方々は、その後どのように活動につながっている

のか。町として、その方々の現状をどのように把握

しているのか。 

2 点目に、3 か月で卒業した後も介護予防を継続で

きるようにするため、地域の力や自助の力に対し

て、具体的にどのようなサポート、関わり、取り組

みを行っているのか。 

 

次に、地域の力の一つとして、ミニデイサービスが

重要な役割を担っていると考えます。そこで伺い

ます。 
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質問順 3

氏

名
仲 村 辰 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1 点目に、令和 7 年度上半期と令和 8 年度上半期

のミニデイサービスについて、実績人数及び新規

登録者数はそれぞれ何人だったのか。また、前年と

比較してどのような増減があったのか。 

 

次に、介護予防においては、行政による支援だけで

なく、本人が自ら健康づくりに取り組む「自助」の

取り組みも重要だと考えます。一方で、東風の里

「くんち庭」の閉所、人材不足、移動手段など、従

来の介護予防の場だけで対応が難しい課題もあり

ます。そのような中、八重瀬町では令和 8 年度か

ら「オンライン介護予防動画配信サービス実証事

業」として、「動画で介護予防」の取り組みを開始

しています。町の広報によると、運動や脳トレ、講

義など約 400 本の動画やクイズをオンラインで視

聴でき、地域団体、介護施設、一般企業などが利用

できる仕組みとなっています。そこで伺います。 

 

1 点目に、現在、このオンライン介護予防動画配信

サービスを利用している地域団体、グループ、介護

施設、社会福祉法人、一般企業等は,具待機的にど

の程度あるのか。また、どのような団体・施設等が

取り組んでいるのか。 

2 点目に、この動画配信サービスを活用すること

で、高齢者自身の「自助」や地域の力の取り組みを

高める効果があると町は考えているのか。現時点

での評価と見解を伺います。 

 

町 長
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質問順 3

氏

名
仲 村 辰 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 私自身、介護予防については、行政がすべてを提供

するのではなく、行政の支援、地域の力、そして高

齢者本人の「自助」がそれぞれ役割を持ち、つなが

っていくことが重要だと考えます。これまでの介

護予防事業で培ってきた取り組みを生かしなが

ら、事業を卒業した後も高齢者が自宅や地域で継

続して運動や交流に取り組める環境をつくること

が、今後ますます重要になると考えます。 

そして、介護予防は 3 か月の事業に参加して終わ

りではなく、その後も本人が継続して運動や社会

参加に取り組める環境をつくることが重要だと考

えています。一方で、実際には、3 か月を卒業した

後に、どこで、何をして、誰とつながりながら介護

予防を継続するのかが明確になっていなければ、

結果として介護予防の場から離れてしまう方も出

てくるのではないかと考えます。そこで伺います。 

 

1 点目に、町として、3 か月の一般介護予防事業を

卒業した方を、その後どのような地域活動や介護

予防の場につなげていくのか、具体的な仕組みを

考えているのでしょうか。 

2 点目に、令和 8 年度、令和 9 年度以降の具体的

な目標や成果をどのように設定し、検証していく

のか伺います。 
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質問順 3

氏

名
仲 村 辰 彦

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 私は、「地域の力・自助が大切だから、卒業後は本

人や地域で取り組んでください」ということだけ

では、十分ではないと考えています。自助を促すた

めにも、それを支える地域の受け皿と行政のサポ

ートが必要だと考えます。だからこそ、行政がすべ

てを担うのではなく、本人の「自助」、地域の「共

助」、そして行政による「支援」が、それぞれの役

割を持ちながらつながっていくことが重要だと考

えます。そこで改めて伺います。 

 

1 点目に、町として、3 か月の一般介護予防事業を

卒業した方が、その後も介護予防を継続できるよ

う、「卒業後の受け皿づくり」を町の介護予防施策

の一つとして位置付け、地域の取り組みを行政が

継続的に支援する仕組みを具体的に構築していく

考えがあるのか、町の見解を伺います。
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質問順 ４

氏

名
島 袋 稚 菜

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 保 育 行 政

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 産 前 産 後

の 支 援 に

ついて

(1) 前回の６月定例会にて「育児休業期間中の保育

園利用時間について、産後８週間以降も標準時

間で利用できるように制度変更できないか」質

問をした際、うるま市では既に育休中も標準時

間で利用できるようになっているということ

で、うるま市の方に確認してみますという答弁

がありました。その後の進捗状況について伺い

ます。 

 

(2) 日本全国で慢性的な保育士不足が続いていま

すが、町内でも同様に保育士不足は続いてお

り、人員確保に困っているとの声が寄せられて

います。そのことについて以下伺います。 

 

①３月定例会にて質問しました“子育て支援員研

修”の八重瀬町での実施について、その後検討はさ

れたのか伺います。 

 

②町内保育施設における保育士の離職率やその理

由等、どのくらい把握できているのか伺います。 

 

(1) 子育て世帯訪問支援事業の本町での実施件数

について伺います。 

 

(2) 昨今の物価高の中オムツやミルクも価格高騰

が続き、ますます子育て家庭の家計を圧迫して

います。購入助成や現物支給の検討ができない

か伺います。 

 

(3) 産後ケア事業の利用率について伺います。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 4

氏

名
島 袋 稚 菜

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 全 天 候 型

の 遊 び 場

の 設 置 に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 重 層 的 支

援 体 制 事

業 を 活 用

し た 自 治

会 の 活 性

化 に つ い

て

記録的な猛暑や大雨が続いている近年、全国の各

地域において全天候型遊び場の需要が高まってい

ます。 

 

(1) 豊見城市では地域未来交付金を活用し、屋内遊

戯場の整備が進められています。八重瀬町にお

いて屋内遊戯施設を設置する計画はあるのか

伺います。 

 

(2) 町内の公園に暑さ対策を目的としたミストや

噴水、日よけ等の設置計画はあるのか伺いま

す。 

 

３月定例会において同僚議員より八重瀬町では重

層的支援体制事業を活用していないことについて

質問があり、担当課より「新たな体制を構築するよ

りは、今連携が取れている体制を強化することに

特化したい」という答弁があったかと思います。そ

の件に関連して以下伺います。 

 

(1) 今の連携体制について、実績や今後の目標につ

いて伺います。 

 

(2) この事業を活用することで、“自治会活動の活

性化”“地域コミュニティの強化”“情報伝達の

仕組み作り”等、限られた対象者のための支援

だけではなく、持続可能な地域作りを担う人材

の確保や体制整備ができると考えているので

すが、町として今後、この事業を活用していく

計画があるのか伺います。

町　　長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町　　長
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質問順 5

氏

名
秋 田 一 成

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 沖 縄 振 興

予 算 の 増

額 を 見 据

え た 本 町

の 事 業 準

備 に つ い

て

令和 9 年度の沖縄振興予算の概算要求では、令

和 8 年度当初予算と比べ、ソフト交付金は 347 億

円から 358 億円へ、ハード交付金は 390 億円から

425 億円へと増額要求されており、年末に向け県

と国の協議が本格化してまいります。 

 

県の振興計画の中間見直しは、県の振興審議会

の資料では今年 10 月から来年 3 月にかけて市町

村の意見を聴く日程案が示されております。6 月

定例会では、沖縄振興特別措置法の見直しに向け

た県の政策提言に対し、交通・農林水産業・教育の

分野で意見・要望を出したとの答弁がありました。 

GW2050 PROJECTS は、令和 7 年 6 月定例会で、

町長が、識者を呼んだ勉強会などから始めた方が 

よいとの考えを示されております。 

 

増額分を生かす準備は急務と考えております。そ

こで、以下の点についてお伺いいたします。 

 

(1) ソフト交付金の配分額、ハード交付金を充てる

事業の要望額と採択の見込みは、令和 8 年度

と比べてどの程度か。 

 

(2) 庁内で新規事業をいつ照会し、県へ事業計画を

いつ提出するのか。現時点で提出できる事業の

候補は、ソフトの新規事業、ハードの要望事業

それぞれ何件、事業費でいくら分あるか。 

 

(3) 中間見直しに向けて、いつ、どのような意見を

伝える考えか。

町 長
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質問順 5

氏

名
秋 田 一 成

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

2. 生 涯 学

習・文化振

興 拠 点 施

設 の 開 館

に 向 け た

運 営 体 制

について

(4) GW2050 PROJECTS のその後の取組状況

は。 

 

本施設は、令和 10 年 3 月末の完成が予定されて

おりますが、令和 8 年度の点検・評価では、建築

本体の実施設計と造成工事・地質調査が翌年度へ

繰り越されております。町民が楽しみにしている

施設だからこそ、開館初日から活用できる運営体

制が欠かせません。 

 

3 月定例会では、専門技術職について「近隣市町

の類似施設の管理方法を参考にしながら、必要性

を検討していきます」、社会教育主事について「新

施設の完成までには、安定的に有資格者を配置で

きるよう、計画的な講習受講や有資格者の採用を

進めてまいります」、完成後の運営について「これ

から詰めていくという段階」との答弁がありまし

た。 

 

人と運営の準備は、完成を待ってからでは間に

合わないと考えております。そこで、以下の点につ

いてお伺いいたします。 

 

(1) 供用開始はいつを予定しているか。また、建築

本体工事の発注・契約の見通しを含め、開館ま

での工程表はあるか。 

 

 

 

町　　長
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質問順 5

氏

名
秋 田 一 成

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 八 重 瀬 町

児 童 オ リ

ン ピ ッ ク

の 参 加 資

格 に つ い

て

(2) 専門技術職について、どの施設の管理方法を調

べ、どのような結論に至ったか。 

 

(3) 今年度の社会教育主事講習（申込締切 11 月 4

日）に職員を派遣する予定はあるか。また、開

館時に有資格者を何名配置する計画か。 

 

(4) 運営の検討状況と、運営方式（直営か指定管理

か）をいつまでに決定するのか。 

 

(5) 令和 9 年度当初予算に、開館準備に要する人

員・経費を計上する考えはあるか。 

 

児童オリンピックの参加資格は、これまで子ど

も会加入児童とされてきました。町内の小学生約 

2,850 人に対し、本町の把握では子ども会加入児

童は 593 人（10 月 2 日時点）で約 2 割、活動中

の単位子ども会は 24 です。 

 

参加者は令和元年度の 630 名から令和 7 年度は

約 320 名となる一方、小学生数はむしろ増えてお

ります。町教育委員会の点検・評価には「活動を休

止している子ども会が増えてきていることから、

今後は子ども会単位に縛られない参加方法が必要

となる可能性がある」との記載が 2 年続けてあり、

令和 8 年度の点検・評価では、外部委員から「未

加入の子も参加できれば、そこから子ども会加入

へ繋げられる事ができるのではないか」との提言

もあります。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長
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質問順 5

氏

名
秋 田 一 成

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

町教育委員会主催の大会だからこそ、広く開かれ

るべきと考えております。そこで、以下の点につい

てお伺いいたします。 

 

(1) 参加資格を子ども会加入児童に限る理由と、根

拠となる要綱等は。 

 

(2) 令和 8 年 8 月号の広報に参加資格の記載がな

いのは、取扱いの変更か。 

 

(3) 小学生の約 8 割が出場できない現状と外部委

員の提言を、どう受け止めているか。 

 

(4) 第 21 回大会の参加子ども会数、申込者数、当

日の参加者数は。参加者数の推移をどう分析し

ているか。 

 

(5) 参加方法を、いつまでに、どのように見直すの

か。例えば、令和 7 年度に陸上クラブ単位の出

場を認めたように、個人での申込や、学校単位

での参加を認めることはできないか。第 22 回

から適用できないか。 
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質問順 5

氏

名
秋 田 一 成

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 4. 東 風 平 運

動 公 園 体

育 館 の 屋

根 修 繕 の

進 捗 と 国

民 ス ポ ー

ツ 大 会 の

誘 致 に つ

いて

3 月定例会では、屋根の改修について、公園の長

寿命化の補助金でできないか相談し、回答を待っ

ているとの答弁があり、国民スポーツ大会のハン

ドボール競技について「補助事業などの活用の可

能性が見込めれば、開催受け入れを前向きに検討」

との答弁がありました。6 月定例会では、躯体と屋

根を分離して計画を変更する方向で進めており、

ハード交付金の要望を進めていくとの答弁があり

ました。 

 

一方、県は令和 9 年度までに全ての正式競技の

会場地を選定するとしており、ハンドボールの会

場はまだ決まっておりません。 

 

屋根の改修の見通しは、国民スポーツ大会の誘

致の判断にも関わるものと考えております。そこ 

で、以下の点についてお伺いいたします。 

 

(1) 長寿命化計画の変更は完了したか。完了してい

ない場合は、いつまでに完了する見込みか。あ

わせて、県との調整状況と、3 月定例会で回答

を待っているとされた件の回答の有無は。 

 

(2) 公園施設の長寿命化に係る交付金事業の計画

期間を踏まえ、令和 9 年度以降の計画・要望に

屋根の改修を盛り込んだか。要望額と、着工・

完了の見込み時期は。 

 

(3) 屋根の改修の見通しを踏まえ、国民スポーツ大

会の誘致を再検討する考えはあるか。

町　　長
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質問順 6

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 外 猫 対 策

と 生 活 環

境 の 改 善

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 子 ど も の

居 場 所 と

遊 び 場 の

充 実 に つ

いて

(1) 個人ボランティアを対象とした外猫対策及び

TNR 活動への補助事業について、制度の整備

状況及び今後の実施予定を伺う。 

 

(2) 多頭飼育問題については、生活環境の悪化だけ

でなく、高齢者や独居世帯の孤立、生活困窮な

どの福祉的課題と関連する場合がある。福祉部

門における現状の対応と、関係部署が連携して

取り組むことについて見解を伺う。 

 

(3) 外猫対策及び TNR 活動に関する町民への周

知・啓発の取り組みと、自治会及び地域団体と

の連携状況について伺う。 

 

(1) 他自治体では、屋内遊具施設の整備や民間活力

を活用した公園整備などが進められている。本

町における子どもの遊び場の現状と課題、今後

の施設整備の必要性及び計画について伺う。 

 

(2) 町民が他自治体の公共施設や民間施設を利用

する場合もある。他自治体との広域連携による

公共施設の相互利用や利用料金の優遇、民間施

設利用への補助等について見解を伺う。 

 

(3) 公園の維持管理について、民間事業者や自治

会、地域団体などとの協働を推進することにつ

いて見解を伺う。

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 6

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 子 育 て 家

庭 と 妊 産

婦 へ の 支

援 に つ い

て

(4) 部活動の地域展開を踏まえ、放課後や休日に

おける子どものスポーツ・文化活動の場とし

て、学校施設や町営施設の安全性と利便性を

確保することが重要である。新城小学校で

は、校舎増築に伴い、グラウンドの一部に教

職員駐車場が整備され、グラウンド沿いを車

両が通行する状況が生じている。こうした状

況を踏まえ、安全確保のためのフェンスや、

活動環境の充実に向けた照明設備の設置な

ど、学校施設の環境整備について見解を伺

う。 

 

(1) 子育て家庭や妊産婦のニーズをどのように把

握し、施策に反映しているか。また、現在の

支援体制について、町の評価と課題を伺う。 

 

(2) 妊娠期から出産、産後に至るまで、夫やパー

トナーが主体的に育児や家事に関わること

は、妊産婦の心身の負担軽減につながると考

える。父親等を対象とした情報提供、相談支

援、子育て教室等の実施状況及び今後の充実

について伺う。 

 

(3) 共働き世帯なども参加しやすいよう、妊産婦

支援や育児に関する講座等の休日・夜間開

催、オンラインの活用など、参加機会の充実

について見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 6

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 4. 誰 も が 移

動 し や す

い ま ち づ

く り に つ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 学 校 教 育

の 環 境 改

善 と 教

育・福祉の

連 携 に つ

いて

(1) 高齢者の運転免許証の自主返納を促進するた

めには、返納後の移動手段の確保が重要であ

る。免許返納者への支援の現状と、今後の支

援制度の充実について見解を伺う。 

 

(2) 本町では病院送迎バスを活用したモデル事業

を実施しているが、対象者は 65 歳以上や障

がい者手帳所持者となっている。一方、スク

ールバスの全校区への拡大を求める声もあ

る。高齢者や障がい者だけでなく、子どもを

含め移動手段の確保が困難な町民を支援する

ため、既存の公共交通や民間事業者等の交通

資源を活用した移動支援について見解を伺

う。 

 

(1) 授業妨害や暴力行為など、学校生活における

問題行動の現状と、学校及び教育委員会の対

応について伺う。 

 

(2) 児童生徒の問題行動に対しては、学校や教育

機関による対応だけでなく、保護者との連携

が重要であると考える。家庭での指導に苦慮

している保護者や、対応を諦めている保護者

もいると聞いている。このような家庭の状況

をどのように把握し、保護者への相談支援や

関係機関との連携を図っているか伺う。 

 

(3) 児童生徒の問題行動に対し、教育部門だけで

なく、福祉部門や関係機関が連携して対応す

るための体制と、その実施状況について伺う

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 6

氏

名
宮 城 勝 也

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 土 地 利 用

と 雨 水 対

策 に つ い

て

(4) 問題行動への対応に伴う教職員の負担を軽減

しながら、他の児童生徒の学習機会と安全を確

保するための取り組みについて伺う。 

 

(5) スクールソーシャルワーカー、スクールカウン

セラー、スクールロイヤーなどの専門人材の配

置・活用状況と、学校、教育委員会及び関係機

関の役割分担について伺う。 

 

(1) 本町では企業誘致や土地利用の見直しが進め

られている。農地等から宅地や事業用地への土

地利用転換に伴う雨水流出への影響について、

開発等における雨水対策の基準や考え方及び

対策について伺う。 

 

(2) 友寄東物流サービス地区では、農地から事業用

地への土地利用転換に伴う造成工事が進めら

れている。同地区における雨水排水計画及び周

辺地域への影響を抑えるための対策について

伺う。 

 

(3) 本町を流れる河川について、近年、浚渫工事等

が進められているが、河川の維持管理の現状と

今後の計画について伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町　　長
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質問順 7

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 国 道 507

号 沿 道 の

土 地 利 用

と 商 業 機

能の誘導

八重瀬町商工会では創業相談が多く寄せられてい

る一方、町内に空き店舗や事業用物件が少なく、

また市街化調整区域が広く存在することから、新

たに事業を始めようとしても立地場所の確保が課

題となっている。 

 

一方、国道 507 号では拡幅整備が進められてお

り、将来的には道路整備に伴う沿道土地利用の変

化も想定される。町の都市計画マスタープラン等

においても、国道 507 号沿道には「沿道サービス

地区」「地域サービス地区」等が位置づけられて

いる。道路整備後に住宅を中心とした土地利用が

進んでから商業・サービス機能を確保することは

容易ではないことから、将来の沿道土地利用を見

据え、今の段階から商業機能等を誘導する必要が

あると考える。そこで以下について伺う。 

 

(1) 町内における創業希望者の事業用物件、空き

店舗等の不足について、町の認識は。 

 

(2) 国道 507 号の拡幅整備を見据え、町は今後の

国道 507 号沿道土地利用をどのように考えて

いるか。 

 

(3) 都市計画マスタープラン等に位置づける「沿

道サービス地区」及び「地域サービス地区」

において、商業・地域サービス機能を具体的

にどのように誘導していく考えか。

町 長



26 

 
質問順 7

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

2. 行 政 の デ

ジ タ ル 変

革 (DX) 推

進

(4) 国道 507 号沿道において共同住宅等を新築す

る際、低層階に店舗、事務所、サービス施設

等を配置するよう協力を求める仕組みや、地

区計画、指導要綱、事前協議等の土地利用誘

導策を検討できないか。 

 

(1) 本町がこれまで実施してきた行政 DX の取

組実績と、住民サービスの向上及び行政事務

の効率化にどのような効果があったか。 

 

(2) 現在も来庁や電話等を必要としている行政手

続について、オンライン化に向けた全庁的な

洗い出しおよび優先順位付けを行っているの

か。 

 

(3) 粗大ごみの収集予約について、現在の電話予

約に加えて、Web 予約及び町公式 LINE から

の予約を導入できないか。 

 

(4) 燃えるごみ、燃えないごみ等を処理施設へ自

己搬入する際に必要となる搬入申請につい

て、Web または町公式 LINE による申請を導

入できないか。 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 7

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 各種協定、

防災

本町は、日本郵便株式会社と「地域における協力

に関する協定」を締結し、郵便配達業務等を通じ

た地域の見守り活動、道路損傷及び不法投棄に関

する情報提供について連携している。しかし、同

企業と防災協定は締結されていない。日本郵便株

式会社は全国の多くの自治体と「災害発生時にお

ける協力に関する協定」を締結しており、県内の

近隣自治体においても、災害時の車両提供、避難

所情報等の相互提供、郵便局ネットワークを活用

した広報活動などについて連携する事例がある。 

 

また、本町においても沖縄電力株式会社と「災害

時における相互連携に関する協定」を締結するな

ど、災害発生時に民間事業者等が有する人的・物

的資源やネットワークを活用するための連携が進

められている。 

 

大規模災害発生時には、行政のみで対応できる人

的・物的資源には限界があることから、平時から

民間事業者等との役割分担や協力体制を構築して

おくことが重要であると考える。 

 

(1) 日本郵便株式会社と災害協定を締結する考え

はあるか。 

 

(2) 民間企業・団体等と災害時における協定を締

結することについて、本町はどのような効果

があると認識しているか。また、現在、本町

が締結している災害時における協定の締結先

及び主な協定内容を伺う。

町 長
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質問順 7

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 学 力 向 上

と 児 童 の

健全育成、

自 治 会 活

性化

(3) 本町が民間企業・団体等と締結している包括連

携協定及び災害時における各種協定について、

協定先、協定名称、連携内容等を整理し、町ホ

ームページ等で一覧として公開する考えはあ

るか。 

 

(4) 既存の災害時における協定について、災害発生

時に実効性のあるものとするため、協定先との

連絡体制の確認や情報共有、訓練等を定期的に

実施しているか。 

 

豊見城市では、地域・家庭・学校・市教育委員会連

携のもと、「夏休み寺子屋学習会」を開催している。

この学習会は自治会主体の事業と位置づけられ、

地域への所属感を高め、地域全体で児童生徒の学

力向上と健全育成を図ることを目的としており、

本年は 7 月 21 日から 31 日まで、全 48 自治

会中 26 自治会が参加し、対象の小中学生は延べ

約 2,800 名が参加した。 

 

学習会では、学校から寺子屋学習支援員が各自治

会へ派遣され、児童生徒の夏休みの宿題等の学習

支援を行うほか、食支援としておにぎりの提供も

行われている。 

 

本町においても、学力向上や児童生徒の居場所づ

くりに加え、子どもや保護者が地域と関わる機会

を創出することは、地域コミュニティの形成や自

治会活性化の観点からも有効であると考え、次の

ことを伺う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長
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質問順 7

氏

名
豊 川 翔 平

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 豊見城市の「夏休み寺子屋学習会」事業への本

町の見解。また、本町で同様の事業を展開でき

ないか。 

 

(2) 同事業は豊見城市内小中学校等に配置されて

いる支援人材を寺子屋学習支援員として各自

治会へ派遣している。本町においても学習支援

員、特別支援員、外国語指導助手等が配置され

ているが、夏休み期間中に自治会公民館等で行

う学習支援への協力について、制度上の可否を

検討するとともに、各職員への意向調査及び自

治会へのニーズ調査を実施することは可能か。 

 

(3) 同事業はおにぎりの提供による食支援も行っ

ている。その財源はこども家庭庁の「地域こど

もの生活支援強化事業補助金」、「母子家庭等対

策総合支援事業」を活用していると伺った。本

町におけるこども家庭庁の両事業の活用状況

は。
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質問順 8

氏

名
米 増 雄 二

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 町 内 児 童

生 徒 の 平

和 学 習 に

ついて

慰霊の日は、沖縄戦で犠牲となった方々を追悼し、

恒久平和を願う沖縄県民にとって大変重要な日で

す。 

 

一方、近年は戦争を直接体験した方々が少なくな

り、次の世代へ沖縄戦の記憶と平和の大切さをど

のように継承していくかが重要な課題となってい

ます。 

 

長崎県では、原爆の日に小・中・高校生が登校し、

原爆投下時刻に全員で黙とうを行うなど、学校全

体で平和について考える取り組みが行われていま

す。 

 

本町においても、慰霊の日そのものが県条例によ

り休日であること、また教職員の働き方改革や、慰

霊の日の前後に各学校で平和学習を行っているこ

とは承知しています。 

 

その上で、平和学習を一層充実させ、児童生徒が沖

縄戦の歴史や命の尊さ、平和の大切さを考える機

会を増やすことは、大変意義があると考えます。 

 

そこで伺います。 

 

(1) 現在、町内の各小中学校では、慰霊の日及びそ

の前後に、どのような平和学習を実施している

のか伺います。

教 育 長
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質問順 8

氏

名
米 増 雄 二

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 町 民 の 健

康・体力向

上 に つ い

て

(2) 長崎県のように、児童生徒が同じ時間に黙とう

を行い、学校全体で平和について考える取り組

みを、慰霊の日に本町独自の取り組みとして実

施することはできないか、教育委員会の見解を

伺います。 

 

(3) 将来にわたって沖縄戦の記憶を継承していく

ため、町として平和学習をさらに充実させる考

えがあるか伺います。 

 

具志頭パークゴルフ場の外周は、ウォーキングコ

ースとして町民の健康づくりに活用できる場所だ

と認識しています。 

 

しかし、現在は防犯灯がなく、営業時間外は駐車場

への出入りもできないことから、町民から「利用し

づらい」との声があります。 

 

以前の陸上競技場の時には防犯灯もあり、時間を

問わず安心して利用できたとの声もあります。 

 

健康寿命の延伸や生活習慣病の予防という観点か

らも、身近な場所で安全に歩ける環境を整備する

ことは重要だと考えます。 

 

そこで伺います。 

 

(1) 具志頭パークゴルフ場外周のウォーキングコ

ースについて、町として現在の利用状況や課題

をどのように認識しているか伺います。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 8

氏

名
米 増 雄 二

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 姉 妹 都 市

交 流 事 業

について

(2) 町民が安全・安心して利用できるよう、防犯灯

を設置するとともに、営業時間外についてもウ

ォーキング目的で利用できるよう、開放時間や

駐車場の利用方法を見直すことはできないか

伺います。 

 

(3) 町民の健康・体力向上のため、既存施設を最大

限活用していく考えについて、町長の見解を伺

います。 

 

八重瀬町と香南市では、これまで職員の交換事業

や小学生の交流など、姉妹都市としてさまざまな

交流が行われています。 

 

私は令和 8 年 3 月定例会において、町内でスポー

ツに取り組む児童を対象に、少年野球などスポー

ツを通した交流事業を新たに実施できないか質問

しました。 

 

その際、さまざまな事情を加味しながら検討する

との答弁でした。 

 

スポーツを通した交流は、子どもたちが競技力を

高めるだけでなく、他地域の子どもたちとの友情

を育み、地域のリーダーとしての育成出来る姉妹

都市交流をさらに発展させる機会になると考えま

す。 

 

そこで伺います。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 8

氏

名
米 増 雄 二

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (1) 前回の質問以降、香南市とのスポーツ交流につ

いて、どのような検討を行ってきたのか、現在

の進捗状況を伺います。 

 

(2) 少年野球など、町内のスポーツ団体や児童が参

加できる交流事業を、今後具体的に実施する考

えがあるか伺います。 

 

(3) 実施に向けて課題があるのであれば、その課題

と今後の方向性について伺います。
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質問順 9

氏

名
新 垣 勝 夫

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 安心・安全

な 通 学 路

の 整 備 に

ついて

子どもたちが毎日安心して学校へ通うためには、

通学路の安全確保が大変重点であります。 

子どもたちは八重瀬町の未来を担う大切な存在で

す。安心して学校へ通える環境をつくることは、行

政の重要な責務だと考えます。学校、保護者、地域、

警察、道路管理者が連携し、危険個所の把握、改善

していくことは当然のことだと思っています。 

歩道のない道路、幅員の狭い道路、見通しの悪い交

差点、車両の速度が速い場所など、児童・生徒の安

全確保について、地域から改善を求める声もあり

ます。 

次のことを伺います。 

 

(1) 町内において通学路の危険個所について、どの

ように把握し、点検を行っているのか。 

 

(2) 直近の点検で確認された危険個所は何件ある

のか。 

 

(3) 通学路の危険箇所が確認された場合、関係機関

とどのように連携して改善を進めているのか。 

 

(4) 対策が完了していない箇所について、その理由

と今後の整備予定。 

 

(5) 児童・生徒が車道に近い場所を歩かなければな

らない箇所に、優先的に歩道整備を進める考え

があるのか。

町 長
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質問順 9

氏

名
新 垣 勝 夫

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (6) 地域から、二級町道東風平西原線が、県道７７

号糸満与那原線に合流する道路に路面標識（横

断歩道）が描けないかの強い要望があるか。
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質問順 10

氏

名
神 谷 た か 子

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 国 道 507

号 町 民 大

会 に つ い

て

8 月 23 日に国道 507 号　町民大会を開催いた

しました。多くの町民が国道 507 号の完成整備を

待ちかねている中、このように町民大会を開催す

ることで大きな期待が望まれています。そこでお

伺いします。 

 

(1) 商工会が主催になった理由をお伺いします。 

 

(2) 町民大会での参加人数（町内・町外）をお伺

いします。 

 

(3) 署名活動の活動状況をお伺いします。 

 

(4) 今後どのような計画で進めて行くのか、お伺

いします。 

 

町 長
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質問順 10

氏

名
神 谷 た か 子

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 2. 福祉・介護

祭 り に つ

いて

・福祉祭りは、どのように開催しているか。 

本町における、福祉・介護への理解を深め、地域

全体で高齢者や障がい者を支える環境づくりを進

めるため、福祉介護祭りは重要な機会であると考

える。 

福祉や介護を身近に感じてもらう機会として福

祉・介護のようなイベントを開催する意義につい

て本町はどのように認識していますか。 

そこでお伺いします。 

福祉・介護祭りを開催するとした場合、単なるイ

ベントにとどまらず 

①町民への福祉・介護の理解促進 

②介護職の魅力発信 

③将来の担い手確保 

④高齢者や障がい者との交流 

⑤地域の福祉団体、事業者の連携などに繋げるこ

とが重要と考えます。 

開催する場合の必要経費や財源について現時点で

どの程度想定しているのでしょうか。 

行政だけでなく、社会福祉法人・介護事業者関係

団体、学校との連携については、どのように考え

ていますか。 

沖縄市・南風原町では、併催で隔年ごとに開催

（児童館祭り・福祉まつり・子どもから高齢者ま

で幅広くふれあうことにより社会福祉に対する理

解を深めていただくことを目的に開催されます。） 

本町は、今後どのような内容で計画を考えている

のか。お伺いします。

町 長
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質問順 10

氏

名
神 谷 た か 子

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 3. 適 応 指 導

教 室 に つ

いて

近年、不登校児童生徒数は全国的に増加してお

り、八重瀬町においても不登校を取り巻く状況は

大きな教育課題の一つとなっていると認識してお

ります。 

八重瀬町における不登校の現状についてお伺いし

ます。 

 

(1) 八重瀬町における小中学校の不登校児童生徒

数について、過去数年間の推移と現在の状況を

どのようになっているのかお伺いします。 

 

(2) 八重瀬町内適応指導教室を設置する考えはあ

るのか、お伺いします。 

 

(3) 行き渋り（子どもが学校に行きたくない気持ち

を抱え、登校を嫌がったりためらったりする状

態）をしている児童生徒数をお伺いします。 

 

(4) 町内放課後等デイサービスで、不登校の児童生

徒で午前中から受け入れる事業所はあります

か。

教 育 長
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質問順 10

氏

名
神 谷 た か 子

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 4. 各 地 域 の

豊 年 祭 に

ついて

　地域で長年にわたり受け継がれてきた豊年祭

は、豊作への感謝や地域の安全、住民の交流を願

う大切な伝統行事であり、地域の歴史や文化を次

世代へ伝える役割を担っています。 

近年は物価高騰により、自治会加入者が減少など

により、祭りの準備や運営に携わる人材の確保が

難しくなっている地域もあります。また、伝統行

事を継承していくためには、地域住民だけに負担

を求めるのではなく、行政としてもその価値を認

識し、適切な支援を行っていくことが重要だと考

えています。 

 

(1) 施政方針の中で、「伝統文化の継承、町内の

芸術や民族芸能の普及と継承に取り組み地域

の伝統を大切にしてまいります。」と表明内

容で述べられていましたが、具体的にどのよ

うなお考えですか。 

 

(2) 34 の地域で豊年祭・年忌祭りを執り行われて

いる地域は何か所あるか、又は毎年開催して

いる地域、年忌祭で執り行われている地域は

何か所あるかお伺いします。 

 

(3) 本町として、支援をする考えはあるのか、お

伺いします。

町 長
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質問順 11

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 1. 一 部 事 務

組 合 の 議

員 報 酬 等

は適正か

一部事務組合及び広域連合は、複数の市町村が

消防、清掃、水道、介護保険、後期高齢者医療、広

域行政等の事務を共同処理するために設置されて

いる。 

 

　八重瀬町においても、南部水道企業団、島尻消防

組合、南部広域行政組合、南部広域市町村圏事務組

合、沖縄県介護保険広域連合、沖縄県後期高齢者医

療広域連合等に加入し、本町議会議員がそれぞれ

の組合議会等の議員として選出されている。 

 

　一方、町が単独で消防、清掃、水道等の事務を実

施する場合には、それぞれの事務ごとに独立した

議会が設置されるわけではなく、町議会議員が町

議会議員としてこれらの事務を審議することにな

る。 

 

　そこで、一部事務組合等においては、構成市町村

の議会議員が組合議会議員を兼ねることにより、

構成市町村議会議員としての議員報酬とは別に、

組合議会議員としての報酬及び費用弁償が支給さ

れている。 

 

　この制度については、地方自治法第 203 条及び

第 292 条等を根拠として条例により定められてい

るものと承知しているが、町民の理解と納得とい

う観点から、制度の合理性、職務内容との均衡、報

酬額の算定根拠及び透明性について検証する必要

があると考える。

町 長
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質問順 11

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 そこで、以下について町長の見解を伺う。 

 

(1) 一部事務組合及び広域連合の議会議員に対す

る報酬及び費用弁償について、その法的根拠及

び各組合の条例上の位置付けを伺う。 

また、報酬額の設定について、国等による統一

的な基準があるのか、それとも各組合が独自に

決定しているのか伺う。 

 

(2) 消防、清掃、水道等の事務を八重瀬町が単独で

実施する場合、町議会議員には当該事務を担当

する「別の議会議員」としての報酬は発生しな

いものと考える。 

組合方式と単独方式との間で、議員報酬及び費

用弁償の取扱いが異なる理由について、町とし

てどのように認識しているか伺う。 

 

(3) 一部事務組合議会の開催回数、会議時間、一般

質問、委員会活動、議案審議、視察その他の活

動状況を踏まえ、現在支給されている報酬額が

組合議員の職務量及び責任に見合ったものと

なっているか、町としてどのように認識してい

るか伺う。 

 

(4) 県内の一部事務組合等を比較すると、月額報

酬、年額報酬、日額報酬、実費弁償を基本とす

るものなど、報酬制度に違いが見られる。 

これらの違いについて、それぞれの組合の業務

内容、議会活動、議員の職責等を踏まえた合理

的な根拠があるのか伺う。
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質問順 11

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. フ リ ー ス

ク ー ル に

通 う 児

童・生徒へ

の 昼 食 費

の 助 成 に

ついて

(5) 一部事務組合等の議会議員報酬及び費用弁償

については、構成市町村からの負担金等を通じ

て、最終的には町民の負担にもつながる。 

そのため、各組合の議員報酬、費用弁償、議会

開催状況、議員活動状況及び本町負担額につい

て、町民に分かりやすく公表する必要があると

考えるが、町長の見解を伺う。 

 

(6) 本町が加入する一部事務組合等について、議員

報酬及び費用弁償の額が職務内容に照らして

適切であるか、また組合間で制度に大きな差が

あることについて、構成団体として検証する考

えがあるか伺う。 

さらに、必要に応じて他の構成市町村と協議

し、報酬制度の透明性及び合理性を高めるため

の検討を行う考えがあるか伺う。 

 

市町村立中学校の給食費について、沖縄県が２

０２６年年度からフリースクール通学者などへの

給食費無償化支援を対象に追加し、小学校も同様

な対応になる。 

　嘉手納町、恩納村では既に実施されており、恩納

村では教材費の補助も始めている。給食費無償化

支援について本町の対応方針について伺います。 

 

(1) 沖縄県が交付要綱を変更し、県の要綱に応じて

市町村ごとに要綱を定めることになっている。 

　　本町の取り組み状況はどうなっているか。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教 育 長
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質問順 11

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

 

3. 観 光 大 使

制 度 の 運

用 と 観 光

振 興 に つ

いて

(2) 令和 5 年 12 月定例会での砂川議員の質問に

は、不登校児童生徒数が７５名となっている

が、フリースクール対象となる、児童生徒数は

把握できているのか。 

 

旧東風平町と旧具志頭村が合併し、町制施行 20

周年を迎える中、去った 10 月 3 日、4 日に開催さ

れた「YAESE 結フェスタ 2026」において、八重

瀬町出身でかりゆし５８の前川真悟氏及び吉本新

喜劇の諸見里大介氏の 2 名が観光大使に委嘱され

たと聞いています。 

 

私は、去る 6 月定例会において「観光大使の設

置について」一般質問を行い、本町の観光イメージ

の向上と観光振興、さらには町の魅力を町外・県外

へ発信するため、観光大使制度の創設を提案した。 

 

今回、町制施行 20 周年という節目に観光大使が

誕生したことについては、本町の観光振興にとっ

て新たな一歩であると受け止めている。 

 

一方で、観光大使を委嘱すること自体が目的で

はなく、今後どのような役割を担っていただき、観

光物産協会や町とどのように連携し、実際の観光

振興につなげていくのかが重要であると考えま

す。

 

 

 

 

 

町 長
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質問順 11

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 また、継続的な制度として運用するのであれば、

委嘱基準、任期、活動内容、費用負担、活動実績の

検証など、制度上の整理も必要であると考える。 

 

　そこで、以下について伺います。 

 

(1) 今回、前川慎吾さん、諸見里大介さんのお二人

を観光大使として委嘱するに至った経緯につ

いて、町の考えをお聞かせください。 

 

(2) 現在、観光大使制度について、要綱等の規定を

整備しているのか。また、今後整備する考えが

あるのか。 

 

(3) 町として、今回のお二人に具体的にどのような

活動を期待しているのか。 

 

(4) 今回の観光大使制度について、八重瀬町観光物

産協会や「やえせのシーちゃん」とどのような

連携を図っていく考えでしょうか。 

 

(5) 観光大使制度を単なる名誉職で終わらせず、観

光振興につなげるため、活動実績や情報発信の

状況、観光振興への効果などを検証する仕組み

を設ける考えはありますか。 

 

(6) 観光大使制度とも関連して、本町の既存観光地

について、観光客の視点からブラッシュアップ

し、観光コンテンツとしての魅力を高めていく

考えはあるでしょうか。
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質問順 11

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

  

 

 

 

4. 八 重 瀬 町

と 米 沢 市

の 交 流 に

ついて

(7) 「アンマー」の歌碑、あるいはそれに関連する

記念モニュメントを八重瀬町に設置すること

を検討してはどうでしょうか。 

 

今回、私は、山形県米沢市との交流、そして本町

と深い関わりを持つ上杉家、特に昨年 12 月 12 日

にご逝去された上杉家第 17 代当主、米沢市名誉市

民であられた上杉邦憲様について質問いたしま

す。 

 

上杉邦憲様は、上杉家第 17 代当主であり、米沢

市から名誉市民の称号を贈られた方であります。 

 

米沢市は、令和 7 年 12 月 12 日のご逝去を公表

し、その後、米沢市主催によるお別れの会を令和

8 年 7 月 12 日に伝国の杜で開催しました。 

 

上杉邦憲様のご逝去は、米沢市にとって大きな

出来事であったことはもちろん、上杉家との歴史

的なつながりを持つ本町にとっても、大変大きな

意味を持つ出来事であったと考えています。 

 

(1) 上杉邦憲様のお別れの会について、本町はどの

ような案内を受け、どのような対応を予定して

いたのか。

 

 

 

 

町 長
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質問順 11

氏

名
永 山 清 和

 
一　般　質　問　通　告　書

 
件　　名 発　言　の　要　旨

答弁を 

求める者

 (2) 本町として把握している、上杉邦憲様と八重瀬

町とのこれまでの関わり、また、本町に対する

ご支援・ご厚情について、町はどのように認識

しているのか。また、ふるさと納税については、

上杉邦憲様から本町への寄附実績があるのか。

あるとすれば、その金額、年度、活用先につい

て、差し支えない範囲で伺います。 

 

(3) 上杉邦憲様のご逝去を契機として、上杉家と八

重瀬町との歴史的な関係、そして上杉邦憲様が

本町に寄せてくださった思いを、米沢市及び米

沢市議会の皆様に改めて伝えていく考えはな

いか。 

 

(4) 今後、米沢市長や米沢市の関係者が沖縄県を訪

問する機会がある場合、本町から積極的に訪問

を働きかけ、八重瀬町との交流の機会を設ける

考えはないでしょうか。 

 

(5) 現在、八重瀬町では山梨県身延町の下山小学校

とのオンライン交流という実績がありますが、

米沢市の小学校とのオンライン交流の予定は

ないでしょうか。


